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1．はじめに

林木育種センターでは、海外の先進的な林木

育種技術の調査を行っており、今年は NZ 及び

AU において、両国の育種事情及び短期間に大

量の苗木を生産する増殖・育苗技術等を調査し

ました。

2．NZ（北島　ロトルア周辺等）

NZ では、研究機関（SCION）、育種実施機関

（RPBC）、育種種苗を生産している林業会社（PF 

OLSEN及びTimberlands）を訪問しましたが、

紙面の都合で、ロトルア一帯で最大規模（生産本

数 700 万本）の Timberlands の苗畑について

紹介します。

ここでは、NZ の主な造林樹種であるラジアー

タマツの苗木を生産しています。ラジアータマ

ツは実生だけでなくさし木でも増殖されており、

さし木発根性の低下を防ぐため、不定胚の凍結

保存、組織培養から育成した苗の順化、採穂園

の剪定および３年毎の更新等が行われていまし

た。また、コンテナ苗の生産も行われており、自

動土詰・播種機、ムービングベンチ及び自動潅

水装置等を見学しました。これらの苗木は育成

段階に応じて集約的に施肥や潅水等の管理が行

われ、全て１年で出荷されるということです。

3．AU（クイーンズランド（QLD）州）

QLD 州は AU 北東部に位置し、海岸に近い

地域は比較的降水量が多くスラッシュマツとカ

リビアマツの雑種の造林が多く行われています。

訪問した林業会社（HQPlantations）は、州

有林の経営を行うとともに、州が行っていた育

種に関する研究や検定林の調査などを 2010 年

から引継いでいます。

スラッシュマツは 1926 年、カリビアマツは

1948 年に AU 外から導入され、1956 年に両

種間の雑種 F1 が初めて育成されました。スラッ

シュマツは通直性、耐風性、材質に優れ、カリ

ビアマツは成長及び枝の少なさに優れており、

その雑種 F1 は両種の優れた形質を併せ持つとい

うことです。また、F1 同士を交配して世代を進

める育種も行われており、植林して４年目で成

長・通直性を評価して候補木を選び、６年目で

成長・通直性に加え材質やねじれを評価してさ

らに数を絞り、最終的には 10 年目の形質評価で

選抜を行っています。また、選抜した系統を早

期に開花させるための高接ぎも行われています。

このように AU では短期間で選抜及び交配のサ

イクルを回し、時間あたりの育種による改良効

果がより大きくなるよう育種が進められている

ようです。

4．おわりに

今回の調査で両国から得られた育種戦略及び

育苗技術などの情報を基に、育種の効率化なら

びに原種苗木の効率的な増殖技術開発に取り組

んで行く予定です。
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